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関する法律挺行令 31. 12. 29官報
省 令
報 昭和 32年3月1日
文部省令第31号 各種学校規程 31.12. 5官報
文部省令第32号 幼稚園設置基準 31.12.13官報
文部省令第33号 高等学校通信教育規程 31.12. 18官報
外務省令第10号 旅券の申請様式に関する省令の一部を








人事院 9 -17 俸給の特別調整額の一部を改正する規則
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人事異動’e，ρ・、匂，・，’・‘刷、．． ，ι . .，，，司、．・‘～．，同，，ρ・‘.... .’・0旬、．・... ，，町・....
｜ 異 動 内 容 ｜
｜講師（富山大学工学部〉 に併任する ！ 任期は昭和32年3月15日までとする ｜ 昭和31.1o.161詰師（富山大学工学部〉に併任する I 任 期は昭和31年17月24日までとする ｜｜時t議事宗主諸問f;/.7rJx0-t-o ｜昭和31.11・5
｜講師（富山大鞍車内〉 け任する ｜昭和31.11. 7 任期は昭和32年3月31日までとする ｜ 
｜ 富 山大学補導協議会委員を免ずる ｜昭和31.11.15
｜富山大学補導協議会委員を命ずる ｜ 昭和31.11.16 任期は昭和32年7月31日までとする ｜ 
｜休職の期間を昭和問5月5日まで更新する｜
｜辞職を承任する ｜昭和31.11. 30 
1富山大学教授L教育学部〉に昇任させる i昭和31.12. 1 
｜富山大学助教授〈工学部〉に併任する任期は昭和32年3月31白までとする
｜ 講師（富山大学女理学部〉 に採用する ｜ 任期は昭和32年3月31日までとする ｜ i 傭人〈工学部 工務員〉に採用する ｜ 








｜ 臨時筆生 （ 工学部 〕に採用 する ｜昭和31.12.20任期は昭和32年3月初日までとする ｜ 
I�職の期聞を昭和問6 月mまで更新す｜昭和31.12.28
1 辞職を承認する ｜昭和31.12. 31 
1 庁 ｜
｜富山大学講師（経済学部〉に昇任させる l昭和32. 1. 1 
｜ 国抑員締第79条職にする休職の期聞は昭和32年12月31日までとする
｜ 傭人〈文理学部警務 員〉 に採用する ｜ 
｜療養を命ずる ｜昭和32. 1. 4 療養の期間伐昭和32年7月3臼までとする ！ 
｜ 講師 L 富山大学文理学部〉 に採用する ｜ 昭和32. 1.10 任期は昭和32年3月31日までとする ｜ 
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分 一館部一分学一部官同一尚子教一薬館一館書一書図一図属 一附一附雇〔雇 〈 ，， 









官大学教授 工学部〉 ｜ 小池勇二郎 ｜｜任詰期師は〈日富官山官］大32学年工2月学
5
部日〉まにで併とす任する る
文く 官大学助教授 文理学部〉 ｜平周伴 ｜富山大学教授（文理学部〉に昇任させる ｜ 昭和32 . 2. 1 































員〉 時 I 
臨時筆生（工学部〉 ｜高畑謙治 ｜ 
雇〈会計課〉 ｜今井一子｜ でとする ｜昭和32.2. 8 








屋大学助教授理学部〉 ｜ 山 田 英 二 ｜詩任師期はL富昭和山大32学年文3月畔31日部ま〉でにと慨するする ｜昭和32. 2.23 
































































検討並ぴにそ れ らの消防訓練 ，指導
（リ）その他市町村の実情に応じて工夫したもの
”・，J、，・，，，．内、・‘”・’『．．・ ’・F，，ρ・、d・川内』い・，，，、




c 3 ) 








豊中市柴原32番地 大阪大 学北 校
熊本市大江町九品寺78番地 熊本大学薬学部











































制定されるよう望まれており， 各学部教授会で は． それぞ
れ原案をもっていたが． 漸く本年に入り， 2月1 日の学部













1. この規程は， 昭和32年3 月 31 日 から施 行する。
2. 昭和31年度において満65才に達している者は． 昭和33
年3月31日迄退職を延期することがで きる。
昭和 32年度において満65才に達する 者は昭和 34年 3月















に ， 機 械 力学 「 4単位j を 「5単位j に ， 構造 力 学「 2単
位」 を「 3単位Jに ， 「機械設計第一」を「機械設計法J




c 4 ) 
報富
昭和 3 2年 3 月 1 日
I 2 電気実験大要
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経済 ｜経 済 学 科｜
学部 ｜ 小 計 ！





























を， 「流体力学 3 単位」 の次に 「水力機械6単位」を， 「精
密加工2単位jの次に「塑性加工4単位J . 「材料試験法
2単位」． 「車輔工 学 1単位」，「荷役 機械2単位J ，「圧






位J . 「材料試験法2 単位」 . i－機械工作法第 二 4単位J， 関
連科目の「応用力学演習0.5単位J .r鉄道車輔1単位J，「荷











































32. 2. 2 

























機 械 力 学
塑 性 学
精密機械設計法
伝 熱 工 学
蒸汽原動 機
水 力 学
水 力 機 械
工 業 計 測
機 械工 作法
精 密 加 工
材 料 試験法
荷 役 機 械
暖 房 冷 房
機械工学設計製図
卒 業 論 文
機械工学科 〈改正〉




構 造 力 学
機 械 設 計法
工業熱力学
蒸 汽 権
内 燃 機 関
流 体 力 学
流 体 機 械
精密測定及び計測機器
工 作 機 械
塑 性 加 工
車 輔 工 学






冶 金 機 械













応 用 数 学
工 業 力 学
紡 織 機 械






4 32. 1. 26 







32. 2. 2 はながるた大会







本隊隊長松浦久和以下10名， O B2 名は. 1？.月23日，J::
市より折戸峠を越え，途中伊折中学に 1泊し． 翌24日に当
登山の基地である 早月川の上流のパシパ島小屋に，又後発



























引返した。 明朝より ，もっ と早く出発する予定だったが，
本邦では最悪の気象である僧ケ岳の猛風雪にあ い，16. 17 
日 は捜索できず下山したが，民警における遭難者捜索は諸
事情によりこれで一応打切 りとなり ，今後 は 3月の雪溶け
まで待つことになった。 く富大山岳部提供〉
－・，．・・・..，，，.....、d・，，．．・、........，『................、，..... .... 』‘
職 員 消 息
_ ..句、骨、会‘・・－・0、・、，.....‘、6・...戸、r・.，..、、”、，h
採 用
部局 職名 氏 名
工 工務員 稲垣日 出男
報 昭和32年3月1 日
文 警務員 佐藤 恵作
工 指実験導実員習 間島




教 助教授 沢泉 重夫
// 助教授 深井 三郎
...『回、町’H，、.......同，...’...， .....、＿.. ，，‘圏、J’...，，.. ρ‘.. 
主 要 日 誌
....・...戸、....・......... 、‘.....・h、．、‘、..... ... 、...・.＿，..， ...、J‘・．

















職員囲碁， 将棋大会（ 庁 〉
琉球学生受入について来学中の本省大学課森
係長を囲み大学設置基準其の他についての座
談会
2. 8 第6回評議会
2. 16 補導協議会
// 
，， 
2. 7. 
2. 3 
2. 7 
庁 昭和32年度入学試験願書受付開始
2.23 職員ノミトミシトシ大会〈教育学部休育舘〉
く6 ) 
